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鳴　海　　修　司
第７代町長

令 和 ７ 年 5 月 よ り 、 新 冠 町 政 が 引 継 が れ ま す 。

山　本　　政　嗣
第６代町長



　

昨
年
12
月
の
第
４
回
定
例
会
で

ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、

４
月
末
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
町

長
の
職
を
退
く
決
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

私
の
２
期
８
年
に
わ
た
る
町
政

運
営
を
振
り
返
っ
た
時
に
思
う
こ

と
は
、
全
て
の
事
業
が
私
一
人
で

成
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
山
本
副
町
長
、
奥

村
教
育
長
、
並
び
に
役
場
職
員
の

献
身
的
な
働
き
に
加
え
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
議
会

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で

き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
退
任
に
際
し
、
こ
れ

ま
で
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
っ
た
全

て
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
深
い
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
も
本
町
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。
８
年
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鳴
海
修
司
町
長
と
奥
村
尚
久
教
育
長
が

４
月
30
日
に
退
任
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
５
月
１
日
に
就
任
し

た
鳴
海
修
司
町
長
が
、
令
和
７
年

４
月
30
日
に
任
期
満
了
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　

鳴
海
町
長
は
、
町
議
会
議
員
を

辞
任
後
、
町
長
選
に
出
馬
し
て
当

選
。
平
成
29
年
５
月
１
日
か
ら
２

期
８
年
間
に
わ
た
り
町
政
を
運
営

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奥
村
尚
久
教
育
長
も
鳴

海
町
長
の
任
期
満
了
日
と
併
せ
て

４
月
30
日
に
退
任
を
迎
え
ま
し
た
。

　

奥
村
教
育
長
は
、
鳴
海
町
長
に

よ
る
２
期
目
の
町
政
に
お
い
て
、

教
育
長
と
し
て
令
和
３
年
５
月
11

日
に
就
任
。
お
よ
そ
４
年
間
に
わ

た
り
、
町
の
教
育
行
政
を
担
い
ま

し
た
。

　

退
任
の
日
と
な
っ
た
４
月
30
日

は
、
鳴
海
町
長
、
奥
村
教
育
長
の

退
庁
を
見
送
る
た
め
、
役
場
職
員

が
玄
関
ロ
ビ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

鳴
海
町
長
と
奥
村
教
育
長
は
、
集

ま
っ
た
職
員
に
声
を
か
け
な
が
ら

車
に
乗
り
込
み
、
鳴
海
町
政
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

鳴
海
修
司
町
長 

退
任
の
挨
拶

奥
村
尚
久
教
育
長 

退
任
の
挨
拶

　

令
和
３
年
５
月
に
教
育
長
を
拝

命
し
ま
し
た
。
管
理
課
の
指
導
主

事
で
あ
っ
た
１
年
間
を
含
め
５
年

間
、
教
育
委
員
会
で
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
の
で
、
分
散

登
校
や
学
校
閉
鎖
な
ど
教
育
活
動
に

多
く
の
制
限
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
大
変
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ

ま
し
た
。
対
策
を
講
じ
、
教
育
活
動

を
再
開
で
き
た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
の

お
か
げ
で
す
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
事
業
で
は
、
多
く
の

人
々
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、
熱
い
想
い

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鳴

海
町
長
、
山
本
副
町
長
、
そ
し
て

多
く
の
人
々
の
支
え
に
よ
り
、
教

育
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た
せ
ま

し
た
。心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
冠
で
生
ま
れ
育
っ
て
よ
か
っ

た
と
、
そ
し
て
、
教
育
が
そ
の
礎

と
な
る
こ
と
を
願
い
退
任
い
た
し

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その１

児童扶養手当とは
　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安定・

自立促進のために支給される手当で、婚姻の解消や

配偶者が死亡したことでひとり親となり、子ども（18

歳に達する日以降の最初の 3 月 31 日まで、障がい

がある場合には 20 歳未満）を監護する母や父など

に支給されます。

〇支給要件

・父母が婚姻を解消した子

・父又は母が死亡した子

・父又は母が重度の障がいにある子

・父又は母が生死不明の子

・父又は母が１年以上遺棄している子

・父又は母が裁判所からＤＶ保護命令を受けた子

・婚姻によらないで生まれた子

・棄児などで父母がいるかいないかが明らかでない子

・父又は母が１年以上刑務所などで拘禁されている子

〇児童扶養手当の月額（所得に応じて変動）

・１人目　　　全部支給 46,690 円

          　　一部支給 46,680 円～ 11,010 円

・２人目以降　全部支給 11,030 円

          　　一部支給 11,020 円～ 5,520 円

特別児童扶養手当とは
　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいを

有する児童について手当を支給することにより、児

童の福祉の増進を図るために支給される手当です。

20 歳未満で、精神または身体に障がいを有する児童

を家庭で監護、養育している父母などが支給対象と

なります。

〇特別児童扶養手当の月額

　１級 ： 56,800 円　／　２級 ： 37,830 円

※障がいの状況に応じて１級または２級に区分され

ます。

児童扶養手当と特別児童扶養手当のご案内

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ社会係　☎ 0146・47・2112

新冠町長選挙
　４月 15 日に告示された新冠町長選挙は、立候補

者は２名となり８年ぶりの選挙戦となりました。４

月 20 日に投票が行われ、同日に開票しましたので、

結果をお知らせします。

〇新冠町長選挙開票結果

〇投票結果

有権者数　　4,027 名

投票者数　　2,782 名

投票率　　　69.08％

〇開票結果

有効投票数　2,718 票

無効投票数　　 64 票

新冠町議会議員補欠選挙
　新冠町長選挙と同日に告示された新冠町議会議員補

欠選挙は、欠員２名に対し立候補者が２名であったこと

から、無投票当選となりました。４月21日に選挙会を

行い、当選人を決定いたしましたのでお知らせします。

〇新冠町議会議員選挙結果

新冠町長選挙投開票結果・新冠町議会議員補欠選挙当選人について

●問い合わせ先：新冠町選挙管理委員会　☎ 0146・47・2111

得票数

１，４０８票

１，３１０票

所属

無所属（新）

無所属（新）

候補者名

山本　まさつぐ

村田　さだみつ

結果

当選

―

山本 政嗣　63 歳

所属

無所属（新）

無所属（新）

候補者名

野中　いっせい

かいばざわ　まきこ

結果

当選人

当選人

野中 一生 50 歳 海馬澤 真紀子 60 歳

P2  広報にいかっぷ　2025.5 広報にいかっぷ　2025.5 P1



　町では、ごみの減量および資源の有効利用を促進す

ることを目的として、リサイクル活動を行う町内の団

体に、収集量などに応じて奨励金を交付しています。

　近年は、団体の活動休止によりリサイクル活動が減

少傾向にあることから、団体やサークル活動の事業に

リサイクル活動を盛込んでいただければ幸いです。

〇対象品目および奨励金

　町からの奨励金は、次の（１）と（２）の合計額

となりますが、この他、指定業者へ売り渡した金額

が交付されます。

（１）収集量に応じた奨励金

　　（注） 段ボール、紙パックについては対象品目で
はありません。また、ビールケースは指定業
者で売り渡せますが、町奨励金の対象ではあ
りません。

（２）資源回収日の売り渡し金額に応じた奨励金

指定業者への売り渡した金額 町奨励金（２）

　５千円未満 １，０００円

　５千円以上１万円未満 １，５００円

　１万円以上２万円未満 ２，５００円

　２万円以上 ３，０００円

〇指定業者への売り渡し方法

　町が指定する業者へ事前連絡し、搬入または集積

し指定業者へ引渡すこととなります。

【町指定業者】

・有限会社クリアー新冠

　新冠町字節婦町 253番地の１ ☎ 0146・47・2164

・有限会社杉田産業

　新冠町字北星町８番地の 50　☎ 0146・47・3061

〇その他

　新規に活動を行う団体は、登録が必要となります

ので、事前に町担当係までご連絡をお願いします。

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ環境衛生係
　　　　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

リサイクル活動をする団体への奨励金制度のご案内

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆木村　千鶴子 （古布２袋）

☆白藤　知鶴 （古布１袋）

☆渡辺　恵美子 （古布４袋、オムツ６袋）

☆早川　憲吾 （大根 20本）

☆葛野　弘子 （古布３袋）

☆ボランティアグループちょぼら
 （カット布４袋、オムツ２袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆東　民子 （50,000 円）

☆川村　敏子 （50,000 円）

●福祉事業に役立ててと

☆匿　名 （100,000 円）

☆田端　百合子 （古布１箱）

☆匿　名 （古布１袋）

☆匿　名 （古布１袋）

古布の寄贈のお願い

　古着や古シーツなど、使用しなく

なったものがありましたら、直接、国

保診療所・老人ホーム恵寿荘・町社会

福祉協議会にご持参ください。

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

５

月

14 日（水） 13：00～16：30 フッ素塗布

保健センター

27 日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月・3歳児健康診査

６

月

４日（水） 18：00～20：00 からだリセット講座

８日（日）

９日（月）
受付 ７：00～

特定健診、若年健診

胃・肺・大腸・前立腺
がん検診

肝炎ウイルス・エキノ
コックス症検査

20日（金） 13：00～15：00 ５歳児相談

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

区　分 品　　目 町奨励金（１）

紙　類 新聞紙、雑誌 　　３円 /㎏

瓶　類 ビール瓶、一升瓶 ３円以内 /本

金属類 アルミ缶 　　10 円 / ㎏

スチール缶 　　３円 /㎏

その他 ビールケース 奨励金対象外

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その２

　　　　　　
　静内保健所では、専門窓口の開設のほか、感染症検査を行っています。

　事前に予約が必要となりますが、無料で相談、検査できますので、お気軽にお問い合わせください。

静内保健所の各種専門相談窓口と感染症検査のご案内

女性の健康相談

○内容

　女性特有の健康上の悩みについて、ご相談に応じます。

○相談例

　妊娠・出産・子育て、思春期の性、望まない妊娠、

性感染症、更年期症状など。

○日時

　原則毎月第４水曜日　13 時 30 分～ 15 時 30 分

　※相談日時は変更になる場合があります

こころの健康相談

○内容

　精精神科専門医がこころの健康問題について、ご

本人またはご家族や関係者からのご相談に応じます。

○相談例

　うつ状態、ストレス、不眠、拒食、人との交流が

難しい、ひきこもり、依存症など。

○日時

　原則毎月第２金曜日　13 時 30 分～ 15 時 30 分

　(１人１時間程度）

　※相談日時は変更になる場合があります

各種感染症検査

○内容

　静内保健所では、ＨＩＶ・肝炎・ＨＴＬＶ－１・

梅毒検査を行っています。

　感染が心配な方は、匿名・無料で検査を受けるこ

とができます。

○日時

　原則毎月第１水曜日　10 時 30 分～ 16 時 30 分

　※令和７年度より検査日を変更しています。

　※検査日時は変更になる場合があります。

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ健康推進係　☎ 0146・47・2113

　　　　　　
　近年はヒグマとの突発的な遭遇による事故が全国各地で発生しているため山菜採りなどで野山に入られる

方はヒグマと遭遇しないために、野山に入るときは次のことに注意しましょう。

ヒグマにご注意ください -４月１日から５月 31 日までは「春のヒグマ注意特別期間」です -

『山には一人で入らず音を出しながら歩く』

　自分がいることをヒグマに知らせることで遭遇を

避けられる可能性があがります。

『うす暗いときは山に入らない』

　視界も悪く突発的にヒグマに遭遇する可能性があ

ります。

『ヒグマのフンや足跡、動物の死体を見たらすぐ

に引き返す』

　付近にヒグマが潜んでいる可能性があります。

『ゴミはヒグマを呼び寄せるため絶対に捨てない』

　後から来る人を危険に陥れる可能性があるため絶

対にしないでください。

★もしも出会ってしまったら

　ヒグマの様子を見ながら、視線をそらさずに静か

にゆっくりとその場から離れましょう。スマート

フォンなどでの撮影はヒグマを興奮させるため絶対

にしないでください。

　子グマの近くには必ず親グマが居ます。不用意に

近づけば、我が子を守るために母グマが襲ってくる

ため近づかないでください。

●問い合わせ先：産業課鳥獣被害対策推進室　☎ 0146・47・2110

　ヒグマに対する対策をしても、ヒグマとの突発

的な遭遇を必ず避けられることはありませんので、

不必要に野山へ入ることはやめましょう。
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令
和
７
年
度　

新
冠
町
の
予
算

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
総
額
は

62
億
３
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
当

初
予
算
に
対
し
、
５
億
６
６
０
０
万
円
増
額
し
て

い
ま
す
。

　

当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
義
務
的
経
費
な
ら
び

に
継
続
事
業
や
早
期
に
実
施
す
る
必
要
の
あ
る

事
業
に
係
る
も
の
の
み
を
計
上
し
た
骨
格
予
算
と

な
っ
て
お
り
、
政
策
的
な
判
断
を
要
す
る
予
算
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
補
正
予
算
に
て
計
上
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財
源
で
あ
り
ま
す
町
税

に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
市
町
村
た
ば

こ
税
に
つ
い
て
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
他

税
目
に
お
い
て
は
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
、
町
税

全
体
で
は
前
年
対
比
２
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
地
方
財
政
計

画
や
近
年
の
交
付
実
績
を
考
慮
し
、
前
年
度
か
ら

５
２
０
０
万
円
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
で
は
、
骨
格
予
算
で
あ
り
な
が
ら
前

年
度
当
初
予
算
対
比
10
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
人
件
費
の
増
加
や
物
価
高
騰
の
影
響
も

あ
り
ま
す
が
、
教
育
施
策
、
福
祉
施
策
な
ど
の
町

民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
業
予
算
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
当
初
予
算
に
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、
令
和
６
年
度
末
の

見
込
み
で
約
47
億
６
４
２
０
万
円
、
令
和
７
年
度

末
の
見
込
み
で
は
約
48
億
４
７
７
７
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
償
還
財
源
の
計
画
的
な
確
保
に
よ
り
、

起
債
残
高
の
適
正
管
理
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

基
金
（
貯
金
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
末

の
見
込
み
で
約
21
億
１
６
３
５
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

アウトライン未設定

一般会計項目別内訳

基金（貯金）の残高（一般会計分）

R４年度末 　23億 8989万円

R５年度末 　25億 8306万円

R６年度末
　24億 9819万円（見込）

　町民一人当たり50万3千円

町債（借金）の残高（一般会計分）

R４年度末 　53億 6388万円

R５年度末 　50億 1497万円

R６年度末
　47億 6420万円（見込）

　町民一人当たり24万9千円

○町民一人当たりは、令和７年３月末の人口、
4966 名で計算しています。
○町債の町民一人当たりは、町が実質負担す
べき金額により積算しています。

町税
7億1535万円
（11.5％）

使用料・手数料
1億1123万円
（1.8％）

商工費
1億4180万円（2.3％）

総務費
9億6203万円

（15.4％）

民生費
11億 2812万円

（18.1％）

衛生費
8億0840万円

（13.0％）

消防費
3億5104万円
（5.6％）

教育費
9億2261万円
（14.8％）

公債費
6億7449万円
（10.8％）

土木費
5億2462万円
（8.4％）

議会費7409万円（1.2％）

その他301万円（0.1％）

繰入金
4億9603万円
（7.9％）

その他
3億5174万円
（5.6％）

その他
2億5547万円
（4.1％）

国庫支出金
5億5906万円
（9.0％）

道支出金
2億3252万円
（3.7％）

町債
6億7160万円
（10.8％）

地方交付税28億4000万円（45.6％）

自主財源
　 26.8％

依存財源73.2％

歳入
62億3300万円

歳出
62億3300万円

◆自治体情報システム標準化事業

　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律

に基づき、町村が対象となる 18 の業務システムにつ

いて、令和７年度末までに国が示す標準仕様に準拠

したシステムへの移行を行います。

◆日高中部環境センター基幹改良事業

　平成 15 年３月から稼働している日高中部環境セン

ターの焼却炉について、３か年計画にて施設の長寿

命化を図り改修工事を行います。予算は、構成町で

ある新ひだか町と新冠町の負担となります。

◆道営土地改良事業

　太陽地区および美宇地区の一部に係る農業用水施

設の老朽化に伴い整備を行います。

◆橋梁長寿命化修繕

　町内全 85 か所の橋梁について、年次計画により定

期点検を行っており、令和７年度は定期点検 10 橋お

よび節婦小橋の架け替え工事を予定しています。

◆節婦町地区津波避難タワー建設事業

　日本海溝・千島海溝沿い巨大地震による津波への

備えとして、津波到達時間までに避難が困難な節婦

町に津波避難施設を整備します。

【事業概要】

〇津波避難タワー本体工事

　※令和７年度から２か年計画にて実施

◆小学校および中学校教育振興事業

　ギガスクール構想の実現に向けたＩＣＴ環境整備

を図るため、児童用コンバーチブル型パソコンを更

新します。

【事業概要】

〇新冠小学校　２５０台更新

〇新冠中学校　１３５台更新

令和７年度の主な事業

令和７年度各会計予算総括表

会　計　名 今年度予算額 前年度予算額 前年度比増減率

一般会計 62億 3300 万円 56億 6700 万円 10.0％

国民健康保険特別会計 ８億 1566 万円 ８億 1969 万円 △ 0.5％

後期高齢者医療特別会計 １億 0000 万円 9332 万円 7.2％

介護サービス特別会計 ３億 0993 万円 ３億 0457 万円 1.8％

国民健康保険診療所特別会計 ４億 7004 万円 ５億 7139 万円 △ 17.7％

特別会計合計 16億 9563 万円 17億 8897 万円 △ 5.2％

簡易水道事業会計 ３億 9176 万円 ３億 8986 万円 0.5％

下水道事業会計 ３億 2975 万円 ２億 7181 万円 21.3％

企業会計合計 ７億 2151 万円 ６億 6167 万円 9.0％

新冠町合計 86億 5014 万円 81億 1764 万円 6.6％

農林水産業費6億4279万円（10.3％）

公営企業会計の適用について

　簡易水道事業および下水道事業は令和６年度より公営企業会計を適用しました。　

　両事業が抱える課題として、「施設などの老朽化による膨大な更新費用」と「人口減少などによる料金

収入の減少」の２点があげられます。

　公営企業会計を適用することで、この２つの課題に対する現状を正確に把握することができ、今後の

経営環境の変化に対応することが可能となります。
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３
月
28
日
、
社
会
福
祉
法
人

新
冠
ほ
く
と
園
（
湯
沼
博
理
事

長
）
は
、
法
人
設
立
30
周
年
を

記
念
し
、
ス
イ
ー
ツ
マ
ル
シ
ェ

み
る
と
の
焼
き
菓
子
２
８
０
個

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
恵
寿
荘
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ゆ
ー
あ
い
天
馬
な
ど
、
町
内
の
社

会
福
祉
施
設
６
事
業
所
に
対
し
て

行
わ
れ
、
湯
沼
理
事
長
は
「
み
ん

な
で
食
べ
て
、
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
30
周
年
の
新
冠
ほ
く
と
園
が

町
内
の
福
祉
施
設
に
お
菓
子
を
贈
呈

　

４
月
１
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
の

展
望
塔
に
喫
茶
店
「
ク
ラ
ウ
ド
ナ
イ

ン
カ
フ
ェ
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

公
募
・
選
考
で
決
定
し
た
運
営

者
の
㈱
ノ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

は
、
の
ん
び
り
と
し
た
展
望
塔
の

雰
囲
気
と
、
同
社
の
強
み
で
あ
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
か
し
た
特
徴

的
な
店
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

浅
川
和
基
代
表
は
「
町
内
の

方
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

町
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

レ
・
コ
ー
ド
館
展
望
塔
に

喫
茶
店
が
オ
ー
プ
ン

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

４
月
３
日
、
役
場
会
議
室
で

町
交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
式
が

行
わ
れ
、
４
名
の
指
導
員
に
委

嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
指
導
員
は
、
児

童
生
徒
通
学
時
間
の
街
頭
交
通

安
全
指
導
な
ど
地
域
の
交
通
安

全
を
目
指
す
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

委
嘱
後
、
鳴
海
町
長
は
「
昨
年
、

管
内
で
の
交
通
事
故
死
亡
者
が
ゼ

ロ
と
な
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
の

日
々
の
取
り
組
み
の
成
果
で
す
」

と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

地
域
の
交
通
安
全
を
目
指
す

町
交
通
安
全
指
導
員
に
委
嘱
状
交
付

　

４
月
22
日
、
新
冠
町
商
工
会

青
年
部
は
認
定
こ
ど
も
園
ド
・

レ
・
ミ
の
園
庭
に
約
70
匹
の
鯉

の
ぼ
り
を
飾
り
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
は
平
成
19
年
か
ら
始

ま
り
、
平
成
24
年
か
ら
は
新
冠
温

泉
周
辺
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
に
場

所
を
移
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

奥
山
祐
哉
部
長
は
「
子
ど
も

の
笑
顔
が
あ
る
か
ら
継
続
で
き

る
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
鯉
の
ぼ

り
を
見
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
園
庭
に

今
年
も
大
量
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ

　

４
月
14
日
、
役
場
会
議
室
で
、

保
健
福
祉
課
が
所
管
す
る
委
員

会
・
協
議
会
の
委
員
に
委
嘱
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
の
は
、「
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
策
定
推
進
委
員

会
」「
障
害
者
計
画
策
定
推
進
委

員
会
」
「
障
害
者
自
立
支
援
協
議

会
」「
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
」
の
４
会
の
委
員
で
、
今
後
、

各
委
員
会
に
お
い
て
管
轄
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。

福
祉
分
野
４
委
員
会
構
成
員
に

委
嘱
状
を
交
付

　

４
月
４
日
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
に
合
わ
せ
、
レ
・
コ
ー

ド
館
前
の
国
道
に
お
い
て
交
通

安
全
の
街
頭
啓
発
活
動
「
人
の

波
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
交
通
安
全
推
進
委

員
会
を
中
心
と
し
て
町
内
か
ら

団
体
関
係
者
１
６
５
人
が
沿
道

に
並
び
、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」
な
ど
の

啓
発
旗
を
掲
げ
て
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
に
交
通
事
故
の
根
絶

を
訴
え
ま
し
た
。

外
出
機
会
増
え
る
春

交
通
安
全
運
動
「
人
の
波
作
戦
」

　

４
月
14
日
、
秋
田
県
横
手
市

に
本
社
を
構
え
、
字
太
陽
で
北

海
道
日
高
牧
場
を
運
営
す
る
㈱

菅
与
（
菅
原
一
範
代
表
取
締
役

会
長
）
よ
り
、当
町
が
掲
げ
る
「
産

業
振
興
の
活
性
化
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
対
し
て
、
２
０
０
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菅
原
会
長
は
、「
平
成
24
年
か

ら
新
冠
町
に
養
豚
農
場
を
構
え
、

以
後
、
町
に
は
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
寄
附
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

㈱
菅
与
が
２
０
０
万
円
を
寄
附

　

４
月
２
日
、
新
冠
建
設
協
会

（
佐
藤
淑
人
会
長
・
20
社
）
は
、

道
路
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
は
、
子
ど
も
た
ち

に
気
持
ち
良
く
登
校
し
て
も
ら

お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
地
域

貢
献
活
動
で
す
。
会
員
は
各
地

区
に
分
か
れ
、
冬
期
間
に
捨
て

ら
れ
た
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾

い
の
ほ
か
、
路
面
清
掃
車
な
ど

で
道
路
脇
に
た
ま
っ
た
砂
の
除

去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

新
学
期
を
前
に
新
冠
建
設
協
会
が

通
学
路
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

町
内
の
小
中
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
る

　

４
月
８
日
、
町
内
の
小
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
、
新
冠
小
学
校
で
は
29
名
、

新
冠
中
学
校
で
は
46
名
の
児
童
生
徒
が
新

た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
冠
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
新
１
年

生
は
在
校
生
や
教
職
員
、
保
護
者
ら
の
手

拍
子
に
迎
え
ら
れ
、
６
年
生
と
手
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
入
場
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
紹
介
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
新
１
年
生
は
元
気

よ
く
返
事
を
し
な
が
ら
手
を
挙
げ
、
そ
の

姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

シ
ミ
ズ
デ
イ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
が

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

　

日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
が
主
催
す
る

第
11
回
全
国
自
給
飼
料
生
産
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
字
明
和
の
清
水
秀
人
さ
ん
・
香
理

さ
ん
ご
夫
妻
が
経
営
す
る
シ
ミ
ズ
デ
イ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
が
、
農
林
水
産
大
臣
賞
に
次
ぐ
、

農
林
水
産
省
畜
産
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
か
ら
推
薦
さ
れ

た
牧
場
を
専
門
家
が
視
察
し
、
採
草
地
の
状

況
の
ほ
か
、
経
営
概
要
や
地
域
活
動
な
ど
を

総
合
的
に
審
査
し
て
受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

４
月
７
日
、

清
水
さ
ん
ご
夫

妻
は
鳴
海
町
長

を
訪
れ
て
受
賞

を
報
告
し
、「
受

賞
に
は
驚
い
て

い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん

だ
結
果
を
評
価

し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
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人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
応
じ
て
い
る
相

談
は
、
離
婚
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の

家
庭
内
の
問
題
や
、
子
ど
も
や
高
齢

者
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご
と
な

ど
、
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
て
お
り
、
６
月
上
旬
は
、

皆
さ
ま
の
お
近
く
で
、「
無
料
特
設
人

権
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
、
人
権
擁
護
委
員
へ
の
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容

に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か

し
い
手
続
き
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
時　

６
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
時
00
分
～
15
時
00
分

○
場
所　

新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

　

主
に
民
生
委
員
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
生
活
の
こ
と
や
家
族
の
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談

に
乗
っ
て
お
り
、
子
ど
も
に
関
す
る

こ
と
も
含
め
て
幅
広
い
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
、
地
域
で
も
っ
と
も

身
近
で
、
頼
り
に
な
る
相
談
相
手
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
が
あ
り
、
誰
か
に
聞
い

て
も
ら
い
た
い
時
な
ど
は
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
地

域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
役
場
町
民
生
活
課

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
２

　

総
務
省
で
は
６
月
１
日
を
「
電
波

の
日
」
と
定
め
、
６
月
10
日
ま
で

の
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
」
に
電
波
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
さ

れ
て
い
る
外
国
規
格
の
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど

の
無
線
機
器
は
、
電
波
法
の
基
準
を

満
足
し
な
い
た
め
、
国
内
で
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

無
線
機
器
を
購
入
の
際
に
は
必
ず

「
技
術
基
準
適
合
証
明
マ
ー
ク
」
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相

談
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省 

北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１
・
７
３
７
・
０
０
９
９

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相
続

に
よ
る
不
動
産
の
取
得
を
知
っ
て
か

ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

正
当
な
理
由
な
く
申
請
し
な
い
場

合
に
は
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
し
た
土
地
・
建
物
の
相
続
登

記
は
、
早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

○
ポ
イ
ン
ト

・
制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
「
法
務
省　

相
続
登
記
」
で
検
索

・
相
続
登
記
の
手
続
に
関
す
る
ご
案

内
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
確
認

・
個
別
の
事
案
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

札
幌
司
法
書
士
会
「
相
続
登
記
相
談

セ
ン
タ
ー
」
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
・
２
１
１
・
６
６
６
５

　

明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）、
北

海
道
の
名
付
け
親
と
さ
れ
る
松
浦
武

四
郎
が
、
明
治
政
府
に
「
北
加
伊
道

（
ほ
っ
か
い
ど
う
）」
と
い
う
名
称
を

提
案
し
た
７
月
17
日
は
、「
北
海
道

み
ん
な
の
日
」、愛
称
「
道
み
ん
の
日
」

で
す
。

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見

し
、
北
海
道
を
誇
り
に
思
う
心
を
育

み
、
よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築
き
上

げ
る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
平
成

29
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
は
「
道
み
ん
の
日
」
を

記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
道
民
の

皆
様
に
は
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
北
海
道
の
魅
力

を
発
信
す
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
２
１
１

　

ほ
く
で
ん
は
、
新
冠
川
上
流
の
岩

清
水
（
い
わ
し
み
ず
）
ダ
ム
か
ら
河

川
に
放
流
す
る
場
合
、
川
の
中
や
近

く
に
い
る
人
に
対
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
「
上
流
ダ
ム
か
ら
の
放
流
開
始

と
安
全
な
場
所
へ
の
移
動
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ダ
ム
放
流
の
お
知
ら
せ
を
聞
い
た

と
き
は
、
直
ち
に
安
全
な
場
所
に
お

移
り
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
清
水
発
電
所
で
は
、
出

力
の
変
更
に
伴
い
、
発
電
に
使
う
河

川
水
の
量
を
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
河
川
の
水
位
も

増
減
し
ま
す
の
で
、
川
の
中
や
川
の

近
く
に
行
か
れ
る
際
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー
土
木
課

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
２
９

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

５
月-

12
日
（
月
）・
14
日
（
水
）

　
　
　

19
日
（
月
）
・
21
日
（
水
）

　
　
　

26
日
（
月
）・
28
日
（
水
）

６
月-

２
日
（
月
）
・
４
日
（
水
）

　
　
　

９
日
（
月
）
・
11
日
（
水
）

　
　
　

16
日
（
月
）
・
18
日
（
水
）

　
　
　

23
日
（
月
）
・
25
日
（
水
）

　
　
　

30
日
（
月
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 ７年 ４月 １８日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め １ 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町 企画課 まちづくりグループ 
広報統計係  上村 晃司 様 

          ℡ （0146）47－2498   
          FAX（0146）47－2600   

 
 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒059-2412 
   北海道新冠郡新冠町字節婦町 104番地 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
    ＴＥＬ：47-2009 ＦＡＸ：45-7000  
          
    ［担当者］ 水口 卓也 （新冠デイ内 TEL:47-3500） 

件 名 
 

５月号広報原稿について 
 

 

いつも大変お世話になっております。 
下記の原稿でお願いします。 
 

 

 

子育てで不安なことはありませんか？ 

 

 
 

新冠町字節婦町 117‐1 TEL：47-1522・FAX：47-1523 
 

新冠町子ども発達支援センター「あおぞら」 

「落ち着きがない」「言葉がでない」「お友達と仲良くできな
い」など、お子さんの育ちで気になることはありませんか？
当センターでは専門のスタッフが発達に関する相談を 
受け付けております。 
まずは、下記までお気軽にお電話ください♪ 
 

O A・文具
リバティーはしもと

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

新
冠
川
上
流
ダ
ム
か
ら
の

放
流
時
の
お
知
ら
せ

民
生
委
員
児
童
委
員
の

活
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？

７
月
17
日
は

「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

法務局ＨＰ

『登記手続

ハンドブック』

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？ 

〒 新ひだか町静内 
旭町 1丁目 1-10 

☏ 090-7224-4867 

地元から叶える  
‶私の第一志望校〟 

小 1 高 3 

お任せください!! 
小学校入学～高校卒業まで 

詳
し
く
は 

HP 
へ 

学習塾 
N.WILL 

ひだか総合法律事務所
 弁護士 原　英士 （札幌弁護士会所属）
 弁護士 原 万里子（札幌弁護士会所属）

新ひだか町静内御幸町3-1-78-2F

　0146-43-1206
～　ご遠慮なくご相談ください　～

平日10:00～18:00 (12:00～13:00を除く)

相談

予約

E q u i n e
M y o t h e r a p y
セラピスト ;⽵内 真理

Tel; 080-8049-6358 ⽇⾼町富浜
Email; m.equine.myotherapy@gmail.com

⾺の整体、指圧、リラク
ゼーションセラピー
エ ク ワ イ ン

マ イ オ セ ラ ピ ー
インスタグラムからも

問合せOK 

新冠セレモニーハウス
葬儀一式

FAX（0146）49‐2045

新冠郡新冠町字西泊津1－6

新冠葬祭
☎ ( 0146 ) 49‐2044

24時間受付

相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
！

知
っ
て
い
ま
す
か
？

技
術
基
準
適
合
証
明
マ
ー
ク
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江
戸
時
代
の
地
名
表
記
と
し
て
ニ
カ
プ
・
ニ
イ
カ

ブ
・
ニ
イ
カ
ッ
プ
・
ニ
井
カ
ッ
フ
・
仁
ィ
賀
府
・
新

葛
布
・
尼
葛
佛
・
新
冠
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
行
政
地
名
を
漢
字
表
記
で

統
一
す
る
こ
と
を
急
ぎ
、
蝦
夷
地
開
拓
御
用
掛

の
松
浦
武
四
郎
に
原
案
を
命
じ
ま
す
。
明
治
２
年

（
一
八
六
九
）
７
月
の
『
蝦
夷
地
道
名
国
名
郡
名
之
儀

申
上
候
書
付
』
に
よ
る
と
和
銅
６
年
（
七
一
三
）
の

詔
旨
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
国
郡
名
は
「
好
字
」
の
２

字
に
す
る
こ
と
を
基
本
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
開
拓

使
は
協
議
を
重
ね
、
北
加
伊
道
を
北
海
道
に
改
め
て

採
用
し
、
11
カ
国
86
郡
を
画
定
し
ま
し
た
。

　

日
高
国
は
景
行
天
皇
条
に
あ
る
東
国
蝦
夷
の
「
日

高
見
国
」
の
２
字
を
借
用
し
、沙
流
、新
冠
（
ニ
イ
カ
ッ

プ
）、
静
内
、
三
石
、
浦
河
、
様
似
、
幌
泉
（
ホ
ロ
イ

ズ
ミ
）
の
７
郡
を
設
置
し
、
８
月
15
日
に
公
布
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
乾 

芳
宏
）

ふ
る
さ
と
探
究 

第
11
回

『
新
冠
郡
の
制
定
』

北海道の 11 カ国

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：00～ 15：30 新冠小学校

16：40～ 17：00 町民センター前（児童館）

11：00～ 11：15 太陽郵便局

12：45～ 13：10 新冠中学校

15：00～ 15：30 新冠小学校

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

16：40～ 17：00 町民センター前（児童館）

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：00～ 15：30 新冠小学校

16：40～ 17：00 町民センター前（児童館）

11：00～ 11：15 太陽郵便局

10：05～ 10：20 新冠小学校

10：50～ 11：05 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

12：45～ 13：10 新冠中学校

５月 14 日

15 日

16 日

21 日

６月４日

５日

12 日

13 日

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

新着ガイド
おとなの大ピンチ図鑑 おとなの大ピンチ研究会

新地政学入門 佐藤　優

戻れないけど、生きるのだ 清田　隆之

ＩＣＴ支援員という仕事 五十嵐　晶子

シマフクロウのすべて  山本　純郎

住んでよかった家 平松　明展

レシピ以前の料理の心得 上田　淳子

ねことじいちゃん　１１ ねこまき

ウマに恋する競馬ガイド 三浦　凪沙

私の最後の羊が死んだ 河崎　秋子

楽園の楽園 伊坂　幸太郎

その殺人、本格ミステリにさせません。 片岡　翔

Ｃ線上のアリア 湊　かなえ

すべての愛しきＬｉｆｅへ くすのき しげのり

人生劇場 桜木　紫乃

星の教室 高田　郁

秘仏の扉 永井　紗耶子

皇后は闘うことにした 林　真理子

キミコのよろよろ養生日記 北大路　公子

　２月 23 日に白川太惺さんが、読書記録 70 冊（本を 30 冊読むと読書記

録１冊）を達成しました。読んだ本はなんと２，１００冊にもなります。

　白川さんは一日司書体験も３年連続参加するなど本への関心はもちろん

図書館の仕事にも興味を持ってくれていて、図書プラザのイベントのお手

伝いも積極的に参加してくれていました。中学生になってからも変わらず

本をたくさん読んでくださいね。

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

びっくり箱のおはなし会

13：30 ～　定例読み聞かせ

10：30 ～　赤ちゃんの絵本の読み聞かせ

５月 24 日（土）

28 日（水）

 主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

 場所　図書プラザ　おはなしのへや

白川太惺さんが読書記録 70 冊（2,100 冊読破）達成！

今月の一冊

「流行歌で振り返る
昭和１００年」

合田　道人　著／笠間書院

昭和元年から数えて１００年目にあた

る本年。戦争、災害、成長と停滞…日

本は激動の１００年を歌と共に歩んで

きた。あの歌が流行った頃、どんなふ

うに過ごしていたか？ぜひ自身の思い

出を振り返りながら読んでほしい。

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私の将来の夢は、

まだ決まっていま

せんが、人に尊敬

されるような仕事

に就きたいです。

赤田　千陽

将来の夢は、イラ

ストレーターにな

ることです。理由

は、絵をかく事が

好きだからです。

東　紗詩

将来の夢は薬ざい

師になりたいです。

自分でかせいで安

定した生活を送り、

親を旅行とかに連

れて行きたいです。

明石　舞海

私の将来の夢はま

だ決まっていませ

んが、道外に出て

仕事をしたいです。

そのために、勉強を

がんばりたいです。

浅川　璃菜

将来の目標は、上

手な絵をかけるよ

うになりたいのと、

習っている柔道を

今よりももっと強

くなりたいです。

荒牧　こまち

新冠小学校６年（当時）
白川 太惺さん
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３月 21 日～４月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

平山　晃生 ♡ 岸田　美結 美　宇

●お誕生おめでとうございます

浅 利 　 継
つ む ぎ

樹 （治樹 奈美恵) 東　町

●おくやみ申し上げます

嶋野　　茂 　８９歳 西泊津

山本　敏治 　９１歳 北星町

川村　孝一 　８９歳 節婦町

髙橋サダ子 　９９歳 本　町

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

【消防団員募集のお知らせ】
地域の安全を守るために、一緒に行動しませんか？

消防団で地域の安心を築きましょう！

地域の安全を守るために、あなたの力が必要です！

　　　　　　　　　　　　　 　 　　消防署新冠支署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
７
年
５
月
９
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
７
年
５
月
号
（
通
巻
699
号
）

人の

うごき

人　口 4,965 人 （前月比 △ １人）

　男 2,492 人 （前月比 △ １人）

　女 2,473 人 （前月比 ± ０人）

世 帯 2,808 世帯 （前月比 ＋ ６世帯）
（令和７年４月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

２件（３件）

４件（８件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（４人）

２人（４人）

救急件数

 21件（18件）

103件（94件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（１件）

１件（２件）

発生件数

１件（１件）

２件（１件）

区　分

４月

７年１～４月

区　分

４月

７年１～４月

戸  籍  の  窓

　

第
七
十
八
話

　

　「
新
冠
川
の
河
童
（
伝
説
）」（

要
約
文
）

　

新
冠
川
の
出
口
に
、
判
官
館
と
い
う
岩
山
が

あ
る
。

　

そ
の
下
に
、
昔
か
ら
河
童
が
住
ん
で
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
川
の
方
に
は
、「
箕(

み)

の

形
を
し
た
岩
」
と
「
舟
の
形
を
し
た
岩
」
が
あ
っ

て
、
そ
の
岩
が
水
面
か
ら
上
に
姿
を
現
す
と
、

必
ず
そ
の
年
に
は
水
死
人
が
出
る
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
、
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

【
解　

説
】

〇  

こ
れ
は
、
新
冠
に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
の
お

ば
あ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
伝
説
で
す
。

〇  

新
冠
川
の
河
口
は
、
判
官
館
の
岩
壁
に
面
し

て
お
り
、そ
の
麓
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
ピ
ポ
ク
（
岩

の
陰
と
い
う
意
味
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ピ
ポ
ク
の
前
浜
は
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
最

期
を
迎
え
た
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
シ
と
い
う
砦
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、

ア
イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
は
ゆ
か
り
が
深
い
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇  

「
箕(

み)

」
は
、
農
作
業
な
ど
で
使
う
道

具
で
、
大
き
な
「
ち
り
と
り
」
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。
箕
に
作
物
を
の
せ
て
風
を

当
て
た
り
、
左
右
に
ゆ
す
っ
て
実
と
殻
を
よ

り
分
け
ま
す
。
ア
イ
ヌ
民
族
は
「
ム
イ
」
と

呼
ん
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

〇  

河
童
は
、
ア
イ
ヌ
伝
説
で
し
ば
し
ば
登
場
す

る
こ
と
が
あ
り
、
近
隣
町
で
も
お
話
し
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
説
上
の
妖
怪
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
冠
町
郷
土
資
料
館

の
聞
き
取
り
調
査
記
録
に
は
、
河
童
の
目
撃

を
語
る
人
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇  

今
回
の
お
話
は
、「
読
み
聞
か
せ
の
会　

び
っ

く
り
箱
」
さ
ん
が
ア
レ
ン
ジ
し
て
わ
か
り
や

す
い
絵
本
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
子
さ

ん
と
ご
一
緒
に
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

町公式ホームページ 町公式フェイスブック

パ パ　　　 マ マ

・河童のお話は、『新冠百話絵本』に収録さ
れています。この他にも新冠を舞台にした
アイヌ伝説が載っています。絵本は郷土資
料館で販売しています（１冊５００円税込）。
・図書プラザでも貸出しています。


